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平
成
25
年
の
積
丹
消
防
団
出
初
式

が
１
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
り
団

員
を
招
集
。
美
国
神
社
で
消
防
団
長
や

各
分
団
長
ら
に
よ
る
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
た
の
ち
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

日
頃
か
ら
の
訓
練
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、
永
年
に

わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
勤
務
さ
れ

た
方
々
へ
の
功
績
に
対
す
る
表
彰
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

■
北
海
道
知
事
表
彰

【
30
年
勤
続
表
彰
】

中
村　

重
昭
さ
ん
（
第
４
分
団　

分
団
長
）

山
田　

寿
弘
さ
ん
（
第
７
分
団　

分
団
長
）

須
田　

勝
則
さ
ん（
第
４
分
団　

副
分
団
長
）

三
浦　

洋　

さ
ん（
第
６
分
団　

副
分
団
長
）

山
野　

博
行
さ
ん（
第
４
分
団　

部　

長
）

加
納　

好
規
さ
ん（
第
４
分
団　

部　

長
）

佐
藤　

完
治
さ
ん（
第
４
分
団　

班　

長
）

與
坂　

司
洋
さ
ん（
第
４
分
団　

班　

長
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

野
宮
喜
代
文
さ
ん（
第
８
分
団　

副
分
団
長
）

佐
々
木
寿
昭
さ
ん（
第
６
分
団　

班　

長
）

吉
田　

恵
一
さ
ん（
第
７
分
団　

班　

長
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

成
田　

洋
之
さ
ん（
第
５
分
団　

班　

長
）

加
藤　

健
一
さ
ん（
第
２
分
団　

団　

員
）

吉
田　

幸
二
さ
ん（
第
５
分
団　

団　

員
）

角
田　

拓
也
さ
ん（
第
７
分
団　

団　

員
）

を
会
場
に
式
典
が
催
さ
れ
、
団
員
や
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど
１
１
１
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
今
井
諭
積
丹
消
防
団

長
が
、「
昨
年
の
様
々
な
出
来
事
か
ら
、

地
域
の
絆
の
大
切
さ
、
日
頃
か
ら
の

災
害
に
対
す
る
備

え
や
意
識
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。

防
災
の
第
一
線
に

あ
る
我
々
は
、
地

域
住
民
の
安
全
確

保
の
た
め
、
い
か

な
る
災
害
に
も
対

応
で
き
る
体
制
と

力
を
整
え
て
お
く

こ
と
と
、
そ
れ
を

維
持
す
る
と
い
う

決
意
と
行
動
力
が

大
切
で
す
。
消
防

職
員
、
団
員
の
皆

さ
ん
に
は
、
消
防

使
命
の
重
要
性
を

深
く
認
識
さ
れ
、

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

【
30
年
勤
続
表
彰
】

中
村　

重
昭
さ
ん
（
第
４
分
団　

分
団
長
）

須
田　

勝
則
さ
ん（
第
４
分
団　

副
分
団
長
）

山
野　

博
行
さ
ん（
第
４
分
団　

部　

長
）

加
納　

好
規
さ
ん（
第
４
分
団　

部　

長
）

佐
藤　

完
治
さ
ん（
第
４
分
団　

班　

長
）

與
坂　

司
洋
さ
ん（
第
４
分
団　

班　

長
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

的
場　

無
縫
さ
ん（
第
１
分
団　

分
団
長
）

中
村　

聡
夫
さ
ん（
第
１
分
団　

副
分
団
長
）

野
宮
喜
代
文
さ
ん（
第
８
分
団　

副
分
団
長
）

佐
々
木
寿
昭
さ
ん（
第
６
分
団　

班　

長
）

荒
谷　

康
彦
さ
ん（
第
６
分
団　

班　

長
）

能
代　

和
幸
さ
ん（
第
７
分
団　

団　

員
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

成
田　

洋
之
さ
ん（
第
５
分
団　

班　

長
）

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

【
功
績
章
】

杉
山　

賢　

さ
ん（
第
３
分
団　

副
分
団
長
）

三
浦　

洋　

さ
ん（
第
６
分
団　

副
分
団
長
）

【
30
年
勤
続
表
彰
】

中
村　

重
昭
さ
ん
（
第
４
分
団　

分
団
長
）

山
田　

寿
弘
さ
ん
（
第
７
分
団　

分
団
長
）

須
田　

勝
則
さ
ん（
第
４
分
団　

副
分
団
長
）

山
野　

博
行
さ
ん（
第
４
分
団　

部　

長
）

加
納　

好
規
さ
ん（
第
４
分
団　

部　

長
）

佐
藤　

完
治
さ
ん（
第
４
分
団　

班　

長
）

與
坂　

司
洋
さ
ん（
第
４
分
団　

班　

長
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

的
場　

無
縫
さ
ん（
第
１
分
団　

分
団
長
）

中
村　

聡
夫
さ
ん（
第
１
分
団　

副
分
団
長
）

野
宮
喜
代
文
さ
ん（
第
８
分
団　

副
分
団
長
）

荒
谷　

康
彦
さ
ん（
第
６
分
団　

班　

長
）

佐
々
木
寿
昭
さ
ん（
第
６
分
団　

班　

長
）

能
代　

和
幸
さ
ん（
第
７
分
団　

団　

員
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

成
田　

洋
之
さ
ん（
第
５
分
団　

班　

長
）

■
積
丹
消
防
団
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

山
﨑
美
枝
子
さ
ん（
美
国
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
）

吉
田　

妙
子
さ
ん
（
野
塚
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
監
査
） 

火
災
・
自
然
災
害
の
な
い
一
年
を
願
っ
て

　
　

積
丹
消
防
団
出
初
式
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も
う
す
ぐ
待
ち
に
待
っ
た
小
学
校
の
入
学
式
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

今
春
、
入
学
を
迎
え
る
児
童
は
、
平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
16
人
で
す
。（
平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
）

　

各
小
学
校
へ
の
入
学
児
童
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
児
童
氏
名
・
保
護
者
名
の
順
）

今
年
は
16
人
が
入
学

もうすぐ

１

年

生

 

美
国
小
学
校
　
（
13
人
）

　

飯　

田　
　

心
こ
こ
ろ　

　

利　

子

　

飯　

田　

春は

る

か香　
　

正　

勝

　

入
間
川　

柊し

ゅ

う空　

 

大  

幸

　

奥　

田　

朱あ

か

ね音　
　

 

賢

　

加　

藤　

春は

る

な奈　

   

弘　

一

　

窪　

内　
　

凱が
い　

　

真　

紀

　

熊　

本　

将ま
さ
の
り徳　

　

 

猛

　

堺　
　
　

正ま
さ
は
る春　

 

和　

幸

　

徳　

田　

凜り

お

ん桜　

 

秀　

明

　

永　

坂　

由ゆ

う

き輝　

 

由　

幸

　

長
谷
川　

未み

さ

き咲　

 

優　

史

　

本　

間　

梨り

こ胡　

 

康　

憲

　

的　

場　

わ
か
な 

敬　

貴

 

日
司
小
学
校
　
（
１
人
）

　

三　

上　

琳り

ん

か加　

 

晃　

弘

 

余
別
小
学
校
　
（
１
人
）

　

野　

宮　

瑠る

か香　

 

之　

昌

 

余
市
養
護
学
校 

（
１
人
）

　

加　

我　

涼
り
ょ
う

　

 

と
も
み

　
　
　
20
人
が
成
人
の
仲
間
入
り

　

１
月
13
日
、
平
成
25
年
積
丹
町
成

人
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
新
成
人
と
社
会
教
育
委

員
会
や
自
治
会
等
連
合
会
、
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
な
ど
の
団
体
に
よ
り

実
行
委
員
会
（
奈
良
清
一
委
員
長
）

が
組
織
さ
れ
、
平
成
４
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
20
人
（
出
席
者
16
人
）
の
新

た
な
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
振
り
袖
や
羽
織
は
か

ま
、
ス
ー
ツ
姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
は
、
松
井
町
長
や
岩
本
議
長
、

井
教
育
委
員
長
に
握
手
で
迎
え
ら
れ

入
場
。
成
人
者
一
人
ひ
と
り
の
紹
介

に
続
き
、
教
育
委
員
長
の
式
辞
、
町

長
と
議
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
杉
野

詩
織
さ
ん
（
入
舸
町
）
が
記
念
品
を

受
け
取
り
、大
保
拓
真
さ
ん
（
美
国
町
）

と
坂
井
麗
未
さ
ん
（
美
国
町
）
が
「
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
社
会
人
と
し

て
責
任
と
義
務
を
果
た
し
、
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
感
動
と
喜
び
を
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
活
か
し
て
行
く
こ
と

を
お
約
束
し
ま
す
。」
と
誓
い
の
言

葉
を
力
強
く
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
交
歓

会
で
は
、
実
行
委
員
会
が
寄
せ
集
め

た
新
成
人
の
小
・
中
学
校
時
代
の
写

真
を
も
と
に
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映

像
や
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

が
上
映
さ
れ
た
ほ
か
、
千
歳
市
か
ら

駆
け
つ
け
た
中
学
校
卒
業
時
の
担
任

の
芳
村
晋
悟
先
生
が
、
卒
業
記
念
文

集
の「
将
来
の
自
分
」と「
今
の
自
分
」

な
ど
を
話
題
に
、
新
成
人
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
会
場
は
、
笑
い

や
歓
声
に
包
ま
れ
、
終
始
和
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
実
行
委
員
を
務
め
た
佐
藤

渉
さ
ん
（
美
国
町
）
と
一
戸
美
希
さ

ん
（
美
国
町
）
は
、「
こ
れ
ま
で
関
わ
っ

て
き
た
多
く
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
社
会
人
と
し
て
恥
ず

か
し
く
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。」と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

実行委員を務めた佐藤渉さん

　　　　　　　と一戸美希さん

▲誓いの言葉を読み上げる大保拓真さん

と坂井麗未さん

▲ビデオ上映を楽しむ
　　　　　新成人の皆さん

土

決
意
新
た
に
20
歳
の
門
出

決
意
新
た
に
20
歳
の
門
出

決
意
新
た
に
20
歳
の
門
出


